
10

20

JP 7521810 B2 2024.7.24

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7521810号

(P7521810)
(24)登録日　令和6年7月16日(2024.7.16)(45)発行日　令和6年7月24日(2024.7.24)

(54)【発明の名称】　貼付剤用包装材、及び貼付剤用包装材の製造方法

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｆ 13/02 (2024.01)
　   Ａ６１Ｆ 13/00 (2024.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｆ 13/02 　　　Ｆ 　　　
　Ａ６１Ｆ 13/00 　　　Ｐ 　　　
　Ａ６１Ｆ 13/02 ３８０ 　　　
　Ａ６１Ｆ 13/02 ３９０ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-184984(P2021-184984)
(22)出願日　 令和3年11月12日(2021.11.12)
(65)公開番号　 特開2023-72430(P2023-72430A)
(43)公開日　 令和5年5月24日(2023.5.24)

審査請求日　 令和5年6月19日(2023.6.19)

(73)特許権者　 391003794
押尾産業株式会社
神奈川県横浜市港北区仲手原２丁目４４ 
番１０号

(74)代理人　 100105957
弁理士　恩田  誠

(74)代理人　 100068755
弁理士　恩田  博宣

(72)発明者　 佐藤  正和
東京都中央区明石町８番１号聖路加タワ 
ー３２階  押尾産業株式会社内

(72)発明者　 江川  文進
東京都中央区明石町８番１号聖路加タワ 
ー３２階  押尾産業株式会社内

審査官　 須賀  仁美
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 支 持 体 の 上 に 膏 体 が 積 層 さ れ て い る 貼 付 剤 を 個 包 装 す る 貼 付 剤 用 包 装 材 で あ っ て 、
　 前 記 貼 付 剤 の う ち 前 記 支 持 体 に 向 か い 合 う よ う に 配 置 さ れ て お り 前 記 支 持 体 に 粘 着 さ れ  
て い な い 第 １ 包 装 材 料 と 、
　 前 記 第 １ 包 装 材 料 と 協 働 し て 前 記 貼 付 剤 を 挟 む よ う に 配 置 さ れ て い る 第 ２ 包 装 材 料 と 、
　 前 記 膏 体 の 接 着 面 に お け る 一 部 分 を 被 覆 す る も の で あ り 、 該 接 着 面 か ら の 剥 離 が 可 能 な  
前 部 ラ イ ナ ー と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 １ 包 装 材 料 と 前 記 第 ２ 包 装 材 料 と が 接 着 さ れ て い る こ と に よ っ て 、 前 記 貼 付 剤 が  
収 容 さ れ て い る 収 容 部 が 前 記 第 １ 包 装 材 料 と 前 記 第 ２ 包 装 材 料 と の 間 に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 収 容 部 の う ち 該 収 容 部 を 開 封 す る た め の 一 方 の 縁 を 開 口 部 と し て 、 前 記 収 容 部 に 収  
容 さ れ て い る 前 記 貼 付 剤 の う ち 前 記 開 口 部 に 近 い 端 部 を 前 端 部 と し て 、 前 記 貼 付 剤 の う ち  
前 記 前 端 部 と は 反 対 側 に 位 置 す る 端 部 で あ る 後 端 部 は 、 前 記 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 さ れ て お  
り 、
　 前 記 前 部 ラ イ ナ ー は 、 前 記 貼 付 剤 の 前 記 前 端 部 に お い て 前 記 膏 体 の 前 記 接 着 面 を 被 覆 す  
る も の で あ り 、 前 記 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 さ れ て い な い
　 貼 付 剤 用 包 装 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 包 装 材 料 及 び 前 記 第 ２ 包 装 材 料 の う ち 少 な く と も 一 方 の 包 装 材 料 に お け る 前 記  
貼 付 剤 に 向 か い 合 う 面 は 、 イ ー ジ ー ピ ー ル 性 の シ ー ラ ン ト 層 を 有 し 、

請求項の数　8　（全18頁）
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　 前 記 第 １ 包 装 材 料 と 前 記 第 ２ 包 装 材 料 と が 熱 融 着 に よ っ て 接 着 さ れ て い る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 貼 付 剤 用 包 装 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 包 装 材 料 と 前 記 第 ２ 包 装 材 料 と が 接 着 剤 に よ っ て 接 着 さ れ て い る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 貼 付 剤 用 包 装 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 貼 付 剤 の 前 記 後 端 部 に お け る 前 記 膏 体 の 前 記 接 着 面 を 被 覆 す る も の で あ り 、 該 接 着  
面 か ら の 剥 離 が 可 能 な 後 部 ラ イ ナ ー を 備 え 、
　 前 記 後 部 ラ イ ナ ー は 、 前 記 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 さ れ て お り 、
　 前 記 貼 付 剤 の 前 記 後 端 部 は 、 前 記 後 部 ラ イ ナ ー を 介 し て 前 記 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 さ れ て  
い る
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 貼 付 剤 用 包 装 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 後 部 ラ イ ナ ー は 、 前 記 前 部 ラ イ ナ ー と 比 較 し て 剛 性 が 高 い
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 貼 付 剤 用 包 装 材 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 後 部 ラ イ ナ ー の う ち 前 記 膏 体 の 前 記 接 着 面 に 向 か い 合 う 面 に は 、 シ リ コ ー ン 樹 脂 層  
が 積 層 さ れ て い る
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 貼 付 剤 用 包 装 材 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 前 部 ラ イ ナ ー と 前 記 後 部 ラ イ ナ ー と の 間 に 配 置 さ れ て お り 前 記 膏 体 の 前 記 接 着 面 を  
被 覆 す る も の で あ り 、 該 接 着 面 か ら の 剥 離 が 可 能 な 中 部 ラ イ ナ ー を 備 え 、
　 前 記 中 部 ラ イ ナ ー は 、 前 記 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 さ れ て い る
　 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 貼 付 剤 用 包 装 材 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ 包 装 材 料 と 第 ２ 包 装 材 料 と が 接 着 さ れ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 収 容 部 に 、 支  
持 体 の 上 に 膏 体 が 積 層 さ れ て い る 貼 付 剤 を 収 容 し て 、 該 貼 付 剤 を 個 包 装 す る 貼 付 剤 用 包 装  
材 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 収 容 部 の う ち 一 方 の 縁 を 開 口 部 と し て 、 前 記 収 容 部 に 収 容 す る 前 記 貼 付 剤 の う ち 前  
記 開 口 部 に 近 い 端 部 を 前 端 部 と し て 、 前 記 貼 付 剤 の う ち 前 記 前 端 部 と は 反 対 側 に 位 置 す る  
端 部 を 後 端 部 と し て 、
　 前 記 貼 付 剤 の 前 記 後 端 部 に お け る 前 記 膏 体 を 前 記 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 す る 固 定 工 程 と 、
　 前 記 貼 付 剤 の う ち 前 記 支 持 体 に 向 か い 合 う よ う に 前 記 支 持 体 に 粘 着 す る こ と な く 前 記 第  
１ 包 装 材 料 を 配 置 す る 配 置 工 程 と 、
　 前 記 貼 付 剤 の 前 記 前 端 部 に お い て 前 記 膏 体 の 接 着 面 を 被 覆 す る 前 部 ラ イ ナ ー を 前 記 第 ２  
包 装 材 料 に 固 定 す る こ と な く 、 前 記 第 １ 包 装 材 料 と 前 記 第 ２ 包 装 材 料 と を 接 着 す る こ と に  
よ っ て 前 記 収 容 部 を 形 成 す る 包 装 工 程 と 、 を 備 え る
　 貼 付 剤 用 包 装 材 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 貼 付 剤 を 個 包 装 す る 貼 付 剤 用 包 装 材 、 及 び 貼 付 剤 用 包 装 材 の 製 造 方 法 に 関 す  
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 貼 付 剤 を 個 包 装 す る 包 装 袋 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 包 装 袋 で は 、 貼 付  
剤 の 粘 着 剤 層 か ら 剥 離 が 可 能 な 剥 離 シ ー ト に よ っ て 貼 付 剤 を 包 装 し て い る 。 具 体 的 に は 、  
貼 付 剤 は 、 粘 着 剤 層 が 外 側 を 向 く よ う に 支 持 体 を 内 側 に し て 二 つ 折 り に さ れ た 状 態 で 包 装  
さ れ て い る 。 剥 離 シ ー ト は 、 二 つ 折 り の 貼 付 剤 を 間 に 挟 む よ う に 二 つ 折 り に さ れ て い る 。  
さ ら に 、 包 装 袋 を 開 封 し て 剥 離 シ ー ト を 開 い た 際 に 粘 着 剤 層 が 露 出 す る よ う に 、 剥 離 シ ー  
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ト に 支 持 体 が 仮 止 め さ れ て い る 。 仮 止 め の 方 法 と し て は 、 熱 接 合 が 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ３ ／ ０ ６ １ ９ ５ １ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う な 折 り 畳 ま れ た 状 態 で 包 装 袋 に 収 容 さ れ て い る 貼 付 剤  
は 、 包 装 袋 を 開 封 し て 貼 付 剤 を 使 用 し よ う と す る 際 に 、 支 持 体 あ る い は 粘 着 剤 層 、 又 は 支  
持 体 と 粘 着 剤 層 と の 両 方 に 曲 げ 癖 が 付 い て い る こ と が あ る 。 こ う し た 貼 付 剤 を 皮 膚 に 貼 ろ  
う と す る と 、 貼 付 剤 に 皴 が 発 生 し て 貼 付 剤 の 貼 付 が 困 難 に な る と い う 問 題 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 貼 付 剤 用 包 装 材 は 、 支 持 体 の 上 に 膏 体 が 積 層 さ れ て い る 貼 付  
剤 を 個 包 装 す る 貼 付 剤 用 包 装 材 で あ っ て 、 前 記 貼 付 剤 の う ち 前 記 支 持 体 に 向 か い 合 う よ う  
に 配 置 さ れ て い る 第 １ 包 装 材 料 と 、 前 記 第 １ 包 装 材 料 と 協 働 し て 前 記 貼 付 剤 を 挟 む よ う に  
配 置 さ れ て い る 第 ２ 包 装 材 料 と 、 前 記 膏 体 の 接 着 面 に お け る 一 部 分 を 被 覆 す る も の で あ り  
、 該 接 着 面 か ら の 剥 離 が 可 能 な 前 部 ラ イ ナ ー と 、 を 備 え 、 前 記 第 １ 包 装 材 料 と 前 記 第 ２ 包  
装 材 料 と が 接 着 さ れ て い る こ と に よ っ て 、 前 記 貼 付 剤 が 収 容 さ れ て い る 収 容 部 が 前 記 第 １  
包 装 材 料 と 前 記 第 ２ 包 装 材 料 と の 間 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 収 容 部 の う ち 該 収 容 部 を 開 封  
す る た め の 一 方 の 縁 を 開 口 部 と し て 、 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ て い る 前 記 貼 付 剤 の う ち 前 記  
開 口 部 に 近 い 端 部 を 前 端 部 と し て 、 前 記 貼 付 剤 の う ち 前 記 前 端 部 と は 反 対 側 に 位 置 す る 端  
部 で あ る 後 端 部 は 、 前 記 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 前 部 ラ イ ナ ー は 、 前 記 貼 付  
剤 の 前 記 前 端 部 に お い て 前 記 膏 体 の 前 記 接 着 面 を 被 覆 す る も の で あ り 、 前 記 第 ２ 包 装 材 料  
に 固 定 さ れ て い な い こ と を そ の 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 構 成 で は 、 開 口 部 を 基 点 に し て 第 １ 包 装 材 料 と 第 ２ 包 装 材 料 と の 接 着 を 剥 が す こ と  
で 収 容 部 を 開 封 で き る 。 次 に 、 貼 付 剤 の 前 端 部 か ら 前 部 ラ イ ナ ー を 剥 が す と 前 端 部 に お け  
る 接 着 面 が 露 出 す る 。 露 出 し た 前 端 部 に お け る 接 着 面 は 、 皮 膚 等 に 貼 り 付 け る こ と が で き  
る 。 さ ら に 、 皮 膚 等 に 貼 り 付 け た 前 端 部 か ら 遠 ざ か る よ う に 第 ２ 包 装 材 料 を 引 っ 張 る こ と  
に よ っ て 、 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 さ れ て い る 貼 付 剤 の 後 端 部 を 第 ２ 包 装 材 料 か ら 剥 が し て 、  
後 端 部 を 引 っ 張 り な が ら 皮 膚 に 貼 り 付 け る こ と が で き る 。 上 記 構 成 に よ れ ば 、 貼 付 剤 用 包  
装 材 を 開 封 し て 貼 付 剤 を 貼 付 す る 際 に 、 貼 付 剤 に 皴 が 生 じ に く く 貼 付 剤 を 貼 付 し や す い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 貼 付 剤 用 包 装 材 の 一 例 で は 、 前 記 第 １ 包 装 材 料 及 び 前 記 第 ２ 包 装 材 料 の う ち 少 な く  
と も 一 方 の 包 装 材 料 に お け る 前 記 貼 付 剤 に 向 か い 合 う 面 は 、 イ ー ジ ー ピ ー ル 性 の シ ー ラ ン  
ト 層 を 有 し 、 前 記 第 １ 包 装 材 料 と 前 記 第 ２ 包 装 材 料 と が 熱 融 着 に よ っ て 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 包 装 材 料 と 第 ２ 包 装 材 料 と の 接 着 を 容 易 に 剥 が す こ と が で き る  
。 こ れ に よ っ て 、 貼 付 剤 用 包 装 材 を 開 封 し や す く な り 、 貼 付 剤 を 貼 り や す く な る 。
　 上 記 貼 付 剤 用 包 装 材 と し て は 、 前 記 第 １ 包 装 材 料 と 前 記 第 ２ 包 装 材 料 と が 接 着 剤 に よ っ  
て 接 着 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 貼 付 剤 用 包 装 材 の 一 例 は 、 前 記 貼 付 剤 の 前 記 後 端 部 に お け る 前 記 膏 体 の 前 記 接 着 面  
を 被 覆 す る も の で あ り 、 該 接 着 面 か ら の 剥 離 が 可 能 な 後 部 ラ イ ナ ー を 備 え 、 前 記 後 部 ラ イ  
ナ ー は 、 前 記 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 貼 付 剤 の 前 記 後 端 部 は 、 前 記 後 部 ラ イ  
ナ ー を 介 し て 前 記 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 で は 、 貼 付 剤 に お け る 後 端 部 の 第 ２ 包 装 材 料 へ の 固 定 が 後 部 ラ イ ナ ー を 介 し て  
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行 わ れ て い る た め 、 貼 付 剤 の 後 端 部 が 剥 離 し や す い 。 仮 に 後 端 部 が 第 ２ 包 装 材 料 か ら 剥 が  
れ に く い と 、 貼 付 剤 を 貼 付 す る 際 に 、 貼 付 剤 が 第 ２ 包 装 材 料 と と も に 引 っ 張 ら れ る こ と に  
よ っ て 貼 付 剤 が 不 要 に 伸 び て 皴 が 発 生 す る 要 因 に な る お そ れ が あ る 。 こ の 点 、 上 記 構 成 に  
よ れ ば 、 貼 付 剤 が 第 ２ 包 装 材 料 か ら 剥 が れ る 際 の 貼 付 剤 の 伸 び が 適 当 に な り 、 皴 が 生 じ に  
く く な る 。 す な わ ち 、 貼 付 剤 を 貼 り や す く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 貼 付 剤 用 包 装 材 の 一 例 で は 、 前 記 後 部 ラ イ ナ ー は 、 前 記 前 部 ラ イ ナ ー と 比 較 し て 剛  
性 が 高 い 。
　 上 記 構 成 で は 、 貼 付 剤 を 貼 付 す る 場 合 の 第 ２ 包 装 材 料 を 引 っ 張 る 際 に 後 部 ラ イ ナ ー が 変  
形 し に く い 。 こ れ に よ っ て 、 貼 付 剤 の う ち 後 端 部 が 後 部 ラ イ ナ ー か ら よ り 剥 離 し や す く な  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 貼 付 剤 用 包 装 材 の 一 例 で は 、 前 記 後 部 ラ イ ナ ー の う ち 前 記 膏 体 の 前 記 接 着 面 に 向 か  
い 合 う 面 に は 、 シ リ コ ー ン 樹 脂 層 が 積 層 さ れ て い る 。
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 貼 付 剤 の う ち 後 端 部 が 後 部 ラ イ ナ ー か ら よ り 剥 離 し や す く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 貼 付 剤 用 包 装 材 の 一 例 は 、 前 記 前 部 ラ イ ナ ー と 前 記 後 部 ラ イ ナ ー と の 間 に 配 置 さ れ  
て お り 前 記 膏 体 の 前 記 接 着 面 を 被 覆 す る も の で あ り 、 該 接 着 面 か ら の 剥 離 が 可 能 な 中 部 ラ  
イ ナ ー を 備 え 、 前 記 中 部 ラ イ ナ ー は 、 前 記 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 構 成 で は 、 膏 体 の 接 着 面 を 被 覆 す る ラ イ ナ ー は 、 前 部 ラ イ ナ ー 、 中 部 ラ イ ナ ー 、 後  
部 ラ イ ナ ー の 順 に 並 ん で 配 置 さ れ て い る 。 中 部 ラ イ ナ ー 及 び 後 部 ラ イ ナ ー が 第 ２ 包 装 材 料  
に 固 定 さ れ て い る こ と に よ っ て 、 貼 付 剤 の 前 端 部 を 皮 膚 に 貼 り 付 け た 状 態 で 第 ２ 包 装 材 料  
を 引 っ 張 る こ と に よ っ て 、 貼 付 剤 を 貼 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 貼 付 剤 用 包 装 材 の 製 造 方 法 は 、 第 １ 包 装 材 料 と 第 ２ 包 装 材 料  
と が 接 着 さ れ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 収 容 部 に 、 支 持 体 の 上 に 膏 体 が 積 層 さ れ て い  
る 貼 付 剤 を 収 容 し て 、 該 貼 付 剤 を 個 包 装 す る 貼 付 剤 用 包 装 材 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 収  
容 部 の う ち 一 方 の 縁 を 開 口 部 と し て 、 前 記 収 容 部 に 収 容 す る 前 記 貼 付 剤 の う ち 前 記 開 口 部  
に 近 い 端 部 を 前 端 部 と し て 、 前 記 貼 付 剤 の う ち 前 記 前 端 部 と は 反 対 側 に 位 置 す る 端 部 を 後  
端 部 と し て 、 前 記 貼 付 剤 の 前 記 後 端 部 に お け る 前 記 膏 体 を 前 記 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 す る 固  
定 工 程 と 、 前 記 貼 付 剤 の う ち 前 記 支 持 体 に 向 か い 合 う よ う に 前 記 第 １ 包 装 材 料 を 配 置 す る  
配 置 工 程 と 、 前 記 貼 付 剤 の 前 記 前 端 部 に お い て 前 記 膏 体 の 接 着 面 を 被 覆 す る 前 部 ラ イ ナ ー  
を 前 記 第 ２ 包 装 材 料 に 固 定 す る こ と な く 、 前 記 第 １ 包 装 材 料 と 前 記 第 ２ 包 装 材 料 と を 接 着  
す る こ と に よ っ て 前 記 収 容 部 を 形 成 す る 包 装 工 程 と 、 を 備 え る こ と を そ の 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 製 造 方 法 に よ れ ば 、 貼 付 剤 用 包 装 材 を 開 封 し て 貼 付 剤 を 貼 付 す る 際 に 皴 が 生 じ に く  
く 貼 付 し や す い 貼 付 剤 用 包 装 材 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 書 に 開 示 す る 貼 付 剤 用 包 装 材 、 及 び 貼 付 剤 用 包 装 材 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 個 包 装 さ れ  
た 貼 付 剤 を 使 用 す る 際 に 、 皴 が 生 じ に く く 貼 付 し や す い 貼 付 剤 用 包 装 材 を 実 現 す る こ と が  
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 貼 付 剤 用 包 装 材 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 同 貼 付 剤 用 包 装 材 を 示 す 下 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 同 貼 付 剤 用 包 装 材 を 分 解 し た 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 貼 付 剤 用 包 装 材 を 構  
成 す る 各 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 同 貼 付 剤 用 包 装 材 を 開 封 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 図 ５ は 、 同 貼 付 剤 用 包 装 材 に 収 容 さ れ て い る 貼 付 剤 を 使 用 す る 一 例 を 示 す 図 で あ  
る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 同 貼 付 剤 用 包 装 材 に 収 容 さ れ て い る 貼 付 剤 を 使 用 す る 一 例 を 示 す 図 で あ  
る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 同 貼 付 剤 用 包 装 材 の 製 造 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 変 更 例 の 貼 付 剤 用 包 装 材 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 別 の 変 更 例 の 貼 付 剤 用 包 装 材 を 示 す 下 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 他 の 変 更 例 の 貼 付 剤 用 包 装 材 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 さ ら に 他 の 変 更 例 の 貼 付 剤 用 包 装 材 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 貼 付 剤 用 包 装 材 の 一 実 施 形 態 で あ る 包 装 材 １ ０ に つ い て 、 図 １ ～ 図 ７ を 参 照 し て  
説 明 す る 。
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 包 装 材 １ ０ は 、 貼 付 剤 ２ ０ を 包 装 す る こ と が で き る 。 一 つ  
の 包 装 材 １ ０ は 、 一 枚 の 貼 付 剤 ２ ０ を 包 装 す る も の で あ る 。 す な わ ち 、 貼 付 剤 ２ ０ は 、 個  
包 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 〈 貼 付 剤 〉
　 貼 付 剤 ２ ０ の 一 例 は 、 テ ー プ 剤 で あ る 。 テ ー プ 剤 と し て は 、 プ ラ ス タ ー 剤 及 び 硬 膏 剤 等  
が 挙 げ ら れ る 。 そ の 他 、 貼 付 剤 ２ ０ と し て は 、 パ ッ プ 剤 、 絆 創 膏 、 ド レ ッ シ ン グ 材 等 を 挙  
げ る こ と が で き る 。 た と え ば 、 貼 付 剤 ２ ０ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 平 面 視 で 矩 形 で  
あ る 。 貼 付 剤 ２ ０ は 、 矩 形 の 角 が 丸 め ら れ て い る 形 状 で も よ い 。 他 の 例 と し て 、 貼 付 剤 ２  
０ は 、 円 形 、 楕 円 形 、 及 び 多 角 形 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 貼 付 剤 ２ ０ は 、 支 持 体 ２ １ と 、 膏 体 ２ ２ と を 備 え て い る 。  
図 ３ に 示 す よ う に 、 膏 体 ２ ２ は 、 支 持 体 ２ １ の 上 に 積 層 さ れ て い る 。 膏 体 ２ ２ と 支 持 体 ２  
１ と の 大 き さ は 、 等 し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 〈 〈 支 持 体 〉 〉
　 支 持 体 ２ １ と し て は 、 た と え ば 、 織 布 、 不 織 布 、 樹 脂 フ ィ ル ム 、 樹 脂 シ ー ト 、 金 属 箔 等  
を 用 い る こ と が で き る 。 織 布 又 は 不 織 布 と し て は 、 ポ リ エ ス テ ル 系 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 系  
樹 脂 及 び ポ リ プ ロ ピ レ ン 系 樹 脂 等 の 樹 脂 繊 維 か ら な る も の を 採 用 す る こ と が で き る 。 樹 脂  
フ ィ ル ム 又 は 樹 脂 シ ー ト の 材 料 と し て は 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ  
リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 エ チ レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 、 エ チ レ  
ン － ア ク リ ル 酸 エ チ ル 共 重 合 体 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 等 が 挙 げ ら れ る 。 支 持 体 ２  
１ は 、 上 記 の い ず れ か 一 つ を 用 い た 単 層 構 造 で も よ く 、 積 層 構 造 で あ っ て も よ い 。 積 層 構  
造 を 採 用 す る 支 持 体 ２ １ は 、 複 数 の 異 な る 材 料 を 積 層 し た 構 造 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 〈 〈 膏 体 〉 〉
　 膏 体 ２ ２ は 、 粘 着 性 を 有 す る 粘 着 剤 層 を 備 え て い る 。 粘 着 剤 層 と し て は 、 ア ク リ ル 系 粘  
着 剤 、 ゴ ム 系 粘 着 剤 、 シ リ コ ー ン 系 粘 着 剤 等 が 挙 げ ら れ る 。 粘 着 剤 層 は 、 一 種 を 単 独 で 用  
い て も よ く 二 種 以 上 の 成 分 を 混 合 し て 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 膏 体 ２ ２ の 粘 着 剤 層 は 、 生 理 活 性 成 分 を 含 有 し て い て も よ い 。 生 理 活 性 成 分 は 、 経 皮 吸  
収 が 可 能 な も の が 好 ま し い 。 生 理 活 性 成 分 と し て は 、 た と え ば 、 抗 炎 症 剤 、 鎮 痛 剤 、 抗 ヒ  
ス タ ミ ン 剤 、 局 所 麻 酔 剤 、 血 行 促 進 剤 、 麻 酔 剤 、 精 神 安 定 剤 、 抗 高 血 圧 剤 、 抗 菌 剤 、 血 管  
拡 張 剤 、 禁 煙 補 助 剤 等 が 挙 げ ら れ る 。 生 理 活 性 成 分 は 、 一 種 を 単 独 で 用 い て も よ く 二 種 以  
上 の 成 分 を 混 合 し て 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 〈 〈 ラ イ ナ ー 〉 〉
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　 膏 体 ２ ２ の 粘 着 剤 層 に お け る 接 着 面 ２ ２ ａ に は 、 当 該 接 着 面 ２ ２ ａ か ら の 剥 離 が 容 易 な  
ラ イ ナ ー を 貼 り 付 け る こ と が で き る 。 ラ イ ナ ー は 、 セ パ レ ー タ 、 膏 面 被 覆 物 、 剥 離 ラ イ ナ  
ー 、 剥 離 紙 、 剥 離 フ ィ ル ム 、 剥 離 シ ー ト と も 呼 ば れ る 。 ラ イ ナ ー の 材 料 と し て は 、 紙 、 不  
織 布 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 、 セ ロ ハ ン 、 樹 脂 フ ィ ル ム 、 樹 脂 シ ー ト 等 を 用 い る こ と が で き る 。  
樹 脂 フ ィ ル ム 又 は 樹 脂 シ ー ト の 材 料 と し て は 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ エ チ レ ン  
、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ リ デ ン 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 ポ リ  
酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ ス チ レ ン 、 エ チ レ ン ビ ニ ル ア ル コ ー ル 共 重  
合 体 等 が 挙 げ ら れ る 。 ラ イ ナ ー は 、 単 層 構 造 で も よ い し 積 層 構 造 で あ っ て も よ い 。 積 層 構  
造 を 採 用 す る ラ イ ナ ー は 、 複 数 の 異 な る 材 料 を 積 層 し た 構 造 で も よ い 。 一 例 と し て 、 ラ イ  
ナ ー の う ち 膏 体 ２ ２ の 接 着 面 ２ ２ ａ に 向 か い 合 う 面 に は 、 シ リ コ ー ン 樹 脂 層 が 積 層 さ れ て  
い て も よ い 。 ま た 、 ラ イ ナ ー の う ち 膏 体 ２ ２ の 接 着 面 ２ ２ ａ に 向 か い 合 う 面 に は 、 剥 離 剤  
が 塗 布 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に は 、 接 着 面 ２ ２ ａ の 一 部 分 を 被 覆 す る 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ と 、 接 着 面 ２ ２  
ａ の う ち 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ に 被 覆 さ れ る 部 分 を 除 く 部 分 を 被 覆 す る 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ と 、  
を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ は 、 貼 付 剤 ２ ０ の 一 端 か ら 所 定 の 位 置 ま  
で の 範 囲 に お け る 接 着 面 ２ ２ ａ を 被 覆 す る 。 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ は 、 貼 付 剤 ２ ０ の 他 端 か ら  
所 定 の 位 置 ま で の 範 囲 に お け る 接 着 面 ２ ２ ａ を 被 覆 す る 。 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ と 後 部 ラ イ ナ  
ー ３ ２ と の 間 は 、 間 隔 が 空 い て い な い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ の う ち 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ に 隣 接 す る 縁 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 波 形 状 で  
あ る と よ い 。 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ の う ち 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ に 隣 接 す る 縁 は 、 前 部 ラ イ ナ ー ３  
１ に お け る 波 形 状 と 相 補 的 な 形 状 で あ る と よ い 。 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ の う ち 後 部 ラ イ ナ ー ３  
２ に 隣 接 す る 縁 は 、 直 線 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ の 大 き さ は 、 接 着 面 ２ ２ ａ の う ち 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ に よ っ て 被 覆 さ れ  
る 部 分 が 接 着 面 ２ ２ ａ の 全 体 に 対 し て １ ／ ５ 以 上 １ ／ ２ 以 下 の 面 積 と な る 大 き さ で あ る と  
よ い 。 当 該 被 覆 さ れ る 部 分 は 、 接 着 面 ２ ２ ａ の 全 体 に 対 し て ２ ／ ５ 以 下 の 面 積 で あ る こ と  
が 好 ま し く 、 １ ／ ３ 以 下 の 面 積 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。 一 例 と し て 、 接 着 面 ２ ２ ａ の  
う ち 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ に よ っ て 被 覆 さ れ る 部 分 は 、 接 着 面 ２ ２ ａ の 全 体 に 対 し て １ ／ ３ の  
面 積 で あ る 。 接 着 面 ２ ２ ａ の う ち 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ に よ っ て 被 覆 さ れ る 部 分 は 、 接 着 面 ２  
２ ａ の 全 体 に 対 し て ２ ／ ３ の 面 積 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 〈 包 装 材 〉
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 包 装 材 １ ０ は 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と 、  
を 備 え て い る 。 第 １ フ ィ ル ム １ １ は 、 第 １ 包 装 材 料 の 一 例 で あ る 。 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ は 、  
第 ２ 包 装 材 料 の 一 例 で あ る 。 第 １ フ ィ ル ム １ １ は 、 貼 付 剤 ２ ０ の う ち 支 持 体 ２ １ に 向 か い  
合 う よ う に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ は 、 貼 付 剤 ２ ０ の う ち 膏 体 ２ ２ の 接 着 面 ２  
２ ａ に 向 か い 合 う よ う に 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ は 、 第 １ フ ィ ル ム  
１ １ と 協 働 し て 貼 付 剤 ２ ０ を 挟 む よ う に 配 置 さ れ て い る 。 以 下 で は 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及  
び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に つ い て 、 包 装 材 １ ０ の 中 を 向 い て い る 面 を フ ィ ル ム の 内 面 と い う 。  
換 言 す れ ば 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の う ち 貼 付 剤 ２ ０ に 向 か い 合 う 面 が  
フ ィ ル ム の 内 面 で あ る 。 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に つ い て 、 包 装 材 １ ０ の  
外 を 向 い て い る 面 を フ ィ ル ム の 外 面 と い う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 〈 〈 フ ィ ル ム 〉 〉
　 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ は 、 樹 脂 フ ィ ル ム に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 第  
１ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の 材 料 と し て は 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ  
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オ レ フ ィ ン 、 エ チ レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 、 エ チ レ ン － メ タ ク リ ル 酸 共 重 合 体 等 が 挙 げ  
ら れ る 。 ポ リ エ ス テ ル と し て は 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ  
ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン ナ フ タ レ ー ト 等 が 挙 げ ら れ る 。 ポ リ ア ミ ド と し て は 、 ６ － ナ イ ロ ン 、  
６ ， ６ － ナ イ ロ ン 等 が 挙 げ ら れ る 。 ポ リ オ レ フ ィ ン と し て は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ  
レ ン 等 が 挙 げ ら れ る 。 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ は 、 単 層 構 造 で も よ い し 積  
層 構 造 で あ っ て も よ い 。 積 層 構 造 を 採 用 す る 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ は 、  
複 数 の 異 な る 材 料 を 積 層 し た 構 造 で も よ い 。 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ は 、  
紙 、 不 織 布 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 、 セ ロ ハ ン 等 が 積 層 さ れ て い て も よ い 。 第 １ フ ィ ル ム １ １ と  
第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と は 、 同 じ 材 料 か ら 形 成 さ れ て い て も よ い し 異 な る 材 料 か ら 形 成 さ れ て  
い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の う ち 少 な く と も 一 方 の フ ィ ル ム で は 、 フ ィ ル  
ム の 内 面 と な る 層 が シ ー ラ ン ト 層 で あ る と よ い 。 シ ー ラ ン ト 層 の 一 例 は 、 熱 可 塑 性 の 樹 脂  
フ ィ ル ム に よ る 層 で あ る 。 シ ー ラ ン ト 層 は 、 イ ー ジ ー ピ ー ル 性 、 す な わ ち 易 剥 離 性 を 有 す  
る も の で あ る と よ い 。 た と え ば 、 イ ー ジ ー ピ ー ル 性 は 、 界 面 剥 離 に よ っ て 実 現 さ れ る も の  
で あ る 。 イ ー ジ ー ピ ー ル 性 は 、 凝 集 剥 離 又 は 層 間 剥 離 に よ っ て 実 現 さ れ る も の で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ は 、 貼 付 剤 ２ ０ よ り  
も 大 き い 。 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の う ち 一 方 の フ ィ ル ム は 、 他 方 の フ ィ  
ル ム と 比 較 し て 、 僅 か に 小 さ く て も よ い 。 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 例 で は 、 図 中 の 左 手 側 に お  
い て 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ は 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ よ り も 僅 か に 短 い 。 第 １ フ ィ ル ム １ １ が 第  
２ フ ィ ル ム １ ２ よ り も 短 い た め に 、 図 １ に 示 す よ う に 図 中 の 左 手 側 で は 、 第 １ フ ィ ル ム １  
１ の 裏 側 に 配 置 さ れ て い る 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の 端 が は み 出 し て 見 え て い る 。 当 該 は み 出 て  
い る 部 分 を 摘 ま み 代 １ ０ ｂ と い う 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 〈 〈 収 容 部 及 び 接 着 部 分 〉 〉
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 包 装 材 １ ０ は 、 貼 付 剤 ２ ０ を 収 容 す る 袋 状 の 収 容 部 １ ３ を  
備 え て い る 。 収 容 部 １ ３ は 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と が 接 着 さ れ る こ と に  
よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と は 、 た と え ば 、 熱 融 着 に  
よ っ て 接 着 さ れ て い る 。 図 １ 及 び 図 ２ に は 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と が 接  
着 さ れ て い る 部 分 を 接 着 部 分 １ ５ と し て 表 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 接 着 部 分 １ ５ は 、 頭 部 １ ６ 、 底 部 １ ８ 及 び 一 対 の 側 部 １ ７ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 頭  
部 １ ６ 、 底 部 １ ８ 及 び 側 部 １ ７ に よ っ て 囲 ま れ て い る 内 部 が 収 容 部 １ ３ で あ る 。 頭 部 １ ６  
は 、 底 部 １ ８ に 対 し て 反 対 側 に 位 置 し て い る 。 一 対 の 側 部 １ ７ は 、 頭 部 １ ６ と 底 部 １ ８ と  
を 接 続 し て い る 。 底 部 １ ８ 及 び 一 対 の 側 部 １ ７ は 、 包 装 材 １ ０ の 端 に 配 置 さ れ て い る 。 頭  
部 １ ６ は 、 収 容 部 １ ３ に 対 し て 頭 部 １ ６ を 挟 ん だ 反 対 側 に 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ  
ィ ル ム １ ２ の う ち 接 着 さ れ て い な い 部 分 が あ る よ う に 、 包 装 材 １ ０ の 端 よ り も 内 側 に 配 置  
さ れ て い る 。 頭 部 １ ６ か ら 包 装 材 １ ０ の 端 ま で の 部 分 で あ り 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ  
ル ム １ ２ と が 接 着 さ れ て い な い 部 分 を 、 非 接 着 部 １ ０ ａ と い う 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 頭 部 １ ６ は 、 山 型 に な っ て い て も よ い 。 具 体 的 に は 、 頭 部  
１ ６ は 、 頭 部 １ ６ が 直 線 状 で あ る 場 合 よ り も 収 容 部 １ ３ を 大 き く す る 方 向 に 屈 曲 し て い る  
。 よ り 具 体 的 に は 、 頭 部 １ ６ の う ち 側 部 １ ７ と 接 続 さ れ て い る 両 端 に 対 し て 、 頭 部 １ ６ の  
う ち 当 該 両 端 の 間 に 位 置 す る 頂 点 が 包 装 材 １ ０ の 端 に よ り 近 い 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 収 容 部 １ ３ の う ち 収 容 部 １ ３ を 開 封 す る た め の 一 方 の 縁 を 開 口 部 １ ４ と す る 。 収 容 部 １  
３ の う ち 接 着 部 分 １ ５ の 頭 部 １ ６ に 接 す る 部 分 が 開 口 部 １ ４ に 対 応 す る 。 な お 、 収 容 部 １  
３ を 開 封 す る こ と が 可 能 な 接 着 部 分 １ ５ は 、 頭 部 １ ６ に 限 ら れ た も の で は な い 。 頭 部 １ ６  
以 外 の 接 着 部 分 １ ５ が 剥 が さ れ た 場 合 で も 収 容 部 １ ３ は 開 封 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 包 装 材 １ ０ は 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と が 接 着 さ れ て い る 部 分 と し て 、  
ポ イ ン ト シ ー ル 部 １ ９ を さ ら に 備 え て い て も よ い 。 図 １ 及 び 図 ２ に は 、 包 装 材 １ ０ の 端 と  
頭 部 １ ６ と の 間 に 配 置 し た 二 つ の ポ イ ン ト シ ー ル 部 １ ９ を 示 し て い る 。 ポ イ ン ト シ ー ル 部  
１ ９ は 、 非 接 着 部 １ ０ ａ に 配 置 さ れ て い る 。 ポ イ ン ト シ ー ル 部 １ ９ は 、 頭 部 １ ６ と は 間 隔  
を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。 ポ イ ン ト シ ー ル 部 １ ９ は 、 包 装 材 １ ０ の 両 端 に 一 つ ず つ 配 置 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 〈 〈 収 容 部 の 内 部 構 造 〉 〉
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の 内 面 に は 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ が 固 定 さ れ  
て い る 。 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ は 、 収 容 部 １ ３ 内 に 位 置 し て い る 。 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ を 固 定 す  
る 方 法 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 た と え ば 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と を 接 着  
剤 に よ っ て 貼 り 合 わ せ る こ と で 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ を 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定 す る こ と が で  
き る 。 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ は 、 熱 融 着 に よ っ て 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ こ で 、 貼 付 剤 ２ ０ の う ち 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ に よ っ て 接 着 面 ２ ２ ａ が 被 覆 さ れ て い る 部  
分 を 前 端 部 ２ ０ ｆ と す る 。 貼 付 剤 ２ ０ は 、 前 端 部 ２ ０ ｆ が 開 口 部 １ ４ を 向 く よ う に 収 容 部  
１ ３ に 配 置 さ れ て い る 。 収 容 部 １ ３ に 収 容 さ れ て い る 貼 付 剤 ２ ０ の う ち 開 口 部 １ ４ に 近 い  
端 部 が 前 端 部 ２ ０ ｆ に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 貼 付 剤 ２ ０ の う ち 前 端 部 ２ ０ ｆ と は 反 対 側 に 位 置 す る 端 部 を 後 端 部 ２ ０ ｒ と す る  
。 貼 付 剤 ２ ０ の 後 端 部 ２ ０ ｒ は 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 第 ２  
フ ィ ル ム １ ２ の 内 面 に 固 定 さ れ て い る 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ に 、 後 端 部 ２ ０ ｒ に お け る 接 着 面  
２ ２ ａ が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 図 ３ は 、 包 装 材 １ ０ と 貼 付 剤 ２ ０ と を 分 解 し た 状 態  
を 示 し て い る 。 図 ３ に お け る 一 点 鎖 線 は 、 後 端 部 ２ ０ ｒ に お け る 接 着 面 ２ ２ ａ が 、 実 際 に  
は 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ に 貼 り 付 け ら れ て い る こ と を 示 し て い る 。 こ の よ う に 、 貼 付 剤 ２ ０ の  
後 端 部 ２ ０ ｒ は 、 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ を 介 し て 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 平 面 視 し た 貼 付 剤 ２ ０ に お い て 前 端 部 ２ ０ ｆ か ら 後 端 部 ２ ０ ｒ に 向 か う 方 向 を 前 後 方 向  
と し て 、 前 後 方 向 と 直 交 す る 方 向 を 幅 方 向 と す る 。
　 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の 内 面 に 固 定 さ れ て い る 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ に 対 し て 、 前 部 ラ イ ナ ー ３  
１ は 、 収 容 部 １ ３ 内 に お い て 固 定 さ れ て い な い 。 こ の た め 、 貼 付 剤 ２ ０ の 前 端 部 ２ ０ ｆ は  
、 収 容 部 １ ３ 内 で 動 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 包 装 材 の 製 造 方 法 ）
　 図 ７ を 用 い て 包 装 材 １ ０ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 包 装 材 １ ０ を 製 造 す る 方 法 の 一  
例 は 、 固 定 工 程 Ｓ １ 、 配 置 工 程 Ｓ ２ 、 及 び 包 装 工 程 Ｓ ３ を 備 え て い る 。 固 定 工 程 Ｓ １ 、 配  
置 工 程 Ｓ ２ 、 包 装 工 程 Ｓ ３ の 順 に 実 行 す る こ と に よ っ て 包 装 材 １ ０ が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 固 定 工 程 Ｓ １ は 、 貼 付 剤 ２ ０ の 後 端 部 ２ ０ ｒ に お け る 膏 体 ２ ２ を 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固  
定 す る 工 程 で あ る 。 固 定 工 程 Ｓ １ で は 、 ま ず 、 膏 体 ２ ２ の 接 着 面 ２ ２ ａ に 前 部 ラ イ ナ ー ３  
１ 及 び 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ が 貼 り 付 け ら れ て い る 状 態 の 貼 付 剤 ２ ０ を 用 意 す る 。 次 に 、 当 該  
貼 付 剤 ２ ０ に つ い て 、 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ の み を 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の 内 面 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 配 置 工 程 Ｓ ２ は 、 貼 付 剤 ２ ０ の う ち 支 持 体 ２ １ に 向 か い 合 う よ う に 第 １ フ ィ ル ム １ １ を  
配 置 す る 工 程 で あ る 。 配 置 工 程 Ｓ ２ で は 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定  
さ れ て い る 貼 付 剤 ２ ０ に 被 せ る よ う に 第 １ フ ィ ル ム １ １ を 配 置 す る 。 第 １ フ ィ ル ム １ １ は  
、 第 １ フ ィ ル ム １ １ の 内 面 が 支 持 体 ２ １ に 向 か い 合 う よ う に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 包 装 工 程 Ｓ ３ は 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と を 接 着 す る 工 程 で あ る 。 こ こ  
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で は 、 接 着 部 分 １ ５ に お い て 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と を 接 着 す る 。 こ れ に  
よ っ て 袋 状 の 収 容 部 １ ３ を 形 成 す る 。 そ し て 、 収 容 部 １ ３ 内 に 貼 付 剤 ２ ０ が 収 容 さ れ る 。  
こ の と き 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と の 接 着 は 、 貼 付 剤 ２ ０ の 前 端 部 ２ ０ ｆ  
に 貼 り 付 け ら れ て い る 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ を 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定 す る こ と な く 行 う 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 包 装 材 １ ０ を 製 造 す る 際 の 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に つ い て 説 明 す る 。  
第 １ フ ィ ル ム １ １ は 、 シ ー ト 状 の フ ィ ル ム 基 材 を 裁 断 す る こ と に よ っ て 製 造 す る こ と が で  
き る 。 一 枚 の フ ィ ル ム 基 材 を 裁 断 す る こ と に よ っ て 複 数 枚 の 第 １ フ ィ ル ム １ １ が 製 造 さ れ  
る 。 同 様 に 、 一 枚 の シ ー ト を 裁 断 す る こ と に よ っ て 複 数 枚 の 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ が 製 造 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 固 定 工 程 Ｓ １ に お い て 用 い る 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ は 、 包 装 材 １ ０ を な す 所 定 の 大 き さ に 裁  
断 済 み の も の で も よ い 。 固 定 工 程 Ｓ １ に お い て 用 い る 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ は 、 裁 断 す る 前 の  
フ ィ ル ム 基 材 で も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 固 定 工 程 Ｓ １ と 配 置 工 程 Ｓ ２ と の 間 に フ ィ ル ム 基  
材 を 裁 断 す る 工 程 を 行 っ て も よ い 。 フ ィ ル ム 基 材 を 裁 断 す る 工 程 は 、 配 置 工 程 Ｓ ２ と 包 装  
工 程 Ｓ ３ と の 間 に 行 う こ と も で き る 。 フ ィ ル ム 基 材 を 裁 断 す る 工 程 は 、 包 装 工 程 Ｓ ３ の 後  
に 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 配 置 工 程 Ｓ ２ に お い て 用 い る 第 １ フ ィ ル ム １ １ は 、 包 装 材 １ ０ を な す 所 定 の 大 き さ に 裁  
断 済 み の も の で も よ い 。 配 置 工 程 Ｓ ２ に お い て 用 い る 第 １ フ ィ ル ム １ １ は 、 裁 断 す る 前 の  
フ ィ ル ム 基 材 で も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 配 置 工 程 Ｓ ２ と 包 装 工 程 Ｓ ３ と の 間 に フ ィ ル ム 基  
材 を 裁 断 す る 工 程 を 行 っ て も よ い 。 フ ィ ル ム 基 材 を 裁 断 す る 工 程 は 、 包 装 工 程 Ｓ ３ の 後 に  
行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 〈 作 用 及 び 効 果 〉
　 本 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 貼 付 剤 ２ ０ は 、 包 装 材 １ ０ か ら 取 り 出 し て 皮 膚 等 に 貼 っ て 使 用 す る 。 図 ４ ～ 図 ６ を 用 い  
て 、 包 装 材 １ ０ に 収 容 さ れ て い る 貼 付 剤 ２ ０ を 使 用 す る 方 法 の 一 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ４ を 用 い て 、 包 装 材 １ ０ を 開 封 す る 際 の 流 れ を 説 明 す る 。
　 ま ず 、 包 装 材 １ ０ の 非 接 着 部 １ ０ ａ を 摘 ま む 。 次 に 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム  
１ ２ と を 引 き 離 す よ う に 力 を 加 え る 。 開 口 部 １ ４ を 基 点 に し て 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ  
ィ ル ム １ ２ と の 接 着 を 剥 が す こ と で 収 容 部 １ ３ を 開 封 で き る 。 頭 部 １ ６ と 側 部 １ ７ と 底 部  
１ ８ と を 順 に 剥 が し て い く こ と で 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ か ら 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ を 引 き 離 す こ  
と が で き る 。 接 着 部 分 １ ５ を 剥 が し た 第 １ フ ィ ル ム １ １ は 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ か ら 完 全 に  
分 離 さ せ て も よ い し 、 接 着 部 分 １ ５ の う ち 剥 が し て い な い 箇 所 に よ っ て 第 ２ フ ィ ル ム １ ２  
と 繋 が っ た ま ま で も よ い 。 第 １ フ ィ ル ム １ １ を 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ か ら 分 離 さ せ な い 場 合 で  
も 、 側 部 １ ７ の う ち 頭 部 １ ６ と 接 続 さ れ て い る 部 分 か ら 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ と 後 部 ラ イ ナ ー  
３ ２ と の 境 界 部 分 ま で を 少 な く と も 剥 が す こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 包 装 材 １ ０ で は 、 貼 付 剤 ２ ０ の 前 端 部 ２ ０ ｆ が 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定 さ れ て い な い 。  
こ の た め 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定 さ れ て い る 貼 付 剤 ２ ０ の う ち 前 端 部 ２ ０ ｆ を め く る こ  
と が 可 能 に な っ て い る 。 す な わ ち 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ を 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ か ら 剥 が し た 後  
に 、 前 端 部 ２ ０ ｆ を 折 り 返 す よ う に め く っ て 、 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ に お け る 後 端 部 ２ ０ ｒ に  
近 い 端 か ら 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ を 剥 が す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ５ を 用 い て 、 貼 付 剤 ２ ０ を 皮 膚 等 に 貼 り 始 め る 際 の 流 れ を 説 明 す る 。
　 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ を 貼 付 剤 ２ ０ か ら 剥 が し た こ と で 露 出 し た 前 端 部 ２ ０ ｆ に お け る 接 着  
面 ２ ２ ａ は 、 皮 膚 等 に 貼 り 付 け る こ と が で き る 。 前 端 部 ２ ０ ｆ を 皮 膚 等 に 貼 り 付 け た 後 は  
、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の 内 面 を 皮 膚 等 に 向 け る よ う に 折 り 返 す 。 な お 、  
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図 ５ 及 び 図 ６ は 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ を 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ か ら 完 全 に 分 離 さ せ た も の を 例 示  
し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ６ を 用 い て 、 貼 付 剤 ２ ０ を 皮 膚 等 に 貼 り 終 え る 際 の 流 れ を 説 明 す る 。
　 皮 膚 等 に 貼 り 付 け た 前 端 部 ２ ０ ｆ か ら 遠 ざ か る よ う に 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ を 引 っ 張 る こ と  
に よ っ て 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定 さ れ て い る 貼 付 剤 ２ ０ の 後 端 部 ２ ０ ｒ を 第 ２ フ ィ ル ム  
１ ２ か ら 剥 が す こ と が で き る 。 こ の と き 、 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ は 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定  
さ れ た ま ま で あ る 。 な お 、 図 ６ に は 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ を 引 っ 張 る 方 向 を 示 す 白 抜 き 矢 印  
を 表 示 し て い る 。 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ を 引 っ 張 り 続 け る と 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の う ち 後 端 部  
２ ０ ｒ が 剥 が れ た 部 分 は 、 順 に 皮 膚 等 を 向 く よ う に 折 り 返 さ れ る こ と に な る 。 こ の よ う に  
第 ２ フ ィ ル ム １ ２ を 皮 膚 等 に 沿 う よ う に 徐 々 に 引 っ 張 る こ と で 、 後 端 部 ２ ０ ｒ に お け る 第  
２ フ ィ ル ム １ ２ か ら 剥 が れ た 部 分 を 皮 膚 等 に 徐 々 に 貼 り 付 け て い く こ と が で き る 。 後 端 部  
２ ０ ｒ を 末 端 ま で 剥 が し て 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ か ら 後 端 部 ２ ０ ｒ が 分 離 す る と 、 貼 付 剤 ２ ０  
の 全 体 を 皮 膚 等 に 貼 り 終 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 （ １ ） 包 装 材 １ ０ に よ れ ば 、 貼 付 剤 ２ ０ を 使 用 す る 際 に は 、 前 端 部 ２ ０ ｆ を 皮 膚 等 に 貼  
っ た 後 に 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ を 引 っ 張 る こ と に よ っ て 貼 付 剤 ２ ０ を 貼 り 終 え る こ と が で き る  
。 こ の 作 業 は 、 片 手 で 行 う こ と も 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 両 手 に よ る 作 業 を 行 い に く い 箇  
所 で あ る 肩 、 腕 、 背 中 、 及 び 腰 等 に 貼 付 剤 ２ ０ を 貼 る 場 合 に も 、 容 易 に 貼 付 剤 ２ ０ を 貼 る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ ２ ） 仮 に 、 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ が 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定 さ れ て い な い 貼 付 剤 ２ ０ が 収  
容 さ れ て い る と す る と 、 貼 付 剤 ２ ０ を 使 用 し た 後 に は 外 装 で あ る フ ィ ル ム 及 び 各 ラ イ ナ ー  
を 処 分 す る こ と に な る 。 こ れ に 対 し て 、 包 装 材 １ ０ で は 、 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ が 第 ２ フ ィ ル  
ム １ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と を ま と め て  
処 分 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 処 分 が 必 要 な 点 数 が 少 な く な り や す い 。 こ れ に よ っ て  
、 貼 付 剤 ２ ０ を 貼 っ た 後 の 煩 わ し さ を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ ３ ） 包 装 材 １ ０ で は 、 後 端 部 ２ ０ ｒ が 接 着 さ れ て い る の は 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ で あ る 。  
後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ で は 膏 体 ２ ２ の 接 着 面 ２ ２ ａ が 容 易 に 剥 離 す る よ う に さ れ て い る た め 、  
皮 膚 等 と 接 着 面 ２ ２ ａ と の 接 着 よ り も 、 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ と 接 着 面 ２ ２ ａ と の 接 着 の 方 が  
接 着 の 強 度 が 弱 い 。 こ の た め 、 皮 膚 等 に 貼 ら れ た 部 分 よ り も 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ に 接 着 さ れ  
て い る 部 分 の 方 が 剥 離 し や す い 。 す な わ ち 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ を 引 っ 張 る こ と に よ っ て 後  
部 ラ イ ナ ー ３ ２ か ら 後 端 部 ２ ０ ｒ を 剥 離 さ せ な が ら 後 端 部 ２ ０ ｒ を 皮 膚 等 に 貼 る 場 合 に 、  
皮 膚 等 か ら は 貼 付 剤 ２ ０ が 相 対 的 に 剥 が れ に く く 、 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ か ら 貼 付 剤 ２ ０ が 剥  
が れ や す く な る 。 こ れ に よ っ て 、 貼 付 剤 ２ ０ を 貼 り や す く な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ ４ ） 仮 に 、 後 端 部 ２ ０ ｒ が 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ か ら 剥 が れ に く い と 、 貼 付 剤 ２ ０ を 貼 付  
す る 際 に 、 貼 付 剤 ２ ０ が 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と と も に 引 っ 張 ら れ る こ と に よ っ て 貼 付 剤 ２ ０  
が 不 要 に 伸 び て 皴 が 発 生 す る 要 因 に な る お そ れ が あ る 。 こ の 点 、 貼 付 剤 ２ ０ の 後 端 部 ２ ０  
ｒ が 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ か ら 剥 離 し や す い 包 装 材 １ ０ に よ れ ば 、 貼 付 剤 ２ ０ が 第 ２ フ ィ ル ム  
１ ２ か ら 剥 が れ る 際 の 貼 付 剤 ２ ０ の 伸 び が 適 当 に な り 、 皴 が 生 じ に く く な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ ５ ） 包 装 材 １ ０ に よ れ ば 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ を 引 っ 張 り な が ら 貼 付 剤 ２ ０ を 皮 膚 等 に  
貼 る こ と に よ っ て 、 貼 付 剤 ２ ０ を 前 後 方 向 に 引 き 伸 ば す 力 を 貼 付 剤 ２ ０ に 対 し て 加 え な が  
ら 貼 付 剤 ２ ０ を 貼 る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 貼 付 剤 ２ ０ に 皴 が 生 じ に く く な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ ６ ） 包 装 材 １ ０ で は 、 貼 付 剤 ２ ０ を 折 り 畳 む こ と な く 収 容 部 １ ３ に 収 容 し て い る 。 こ  
の た め 、 収 容 部 １ ３ 内 の 貼 付 剤 ２ ０ に 曲 げ 癖 が 付 く こ と が な い 。 こ れ に よ っ て 、 貼 付 剤 ２  
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０ を 貼 る 際 に 曲 げ 癖 を 要 因 と し た 皴 が 貼 付 剤 ２ ０ に 生 じ る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ ７ ） 包 装 材 １ ０ は 、 摘 ま み 代 １ ０ ｂ を 備 え て い る 。 こ の た め 、 摘 ま み 代 １ ０ ｂ が 設 け  
ら れ て い な い 場 合 と 比 較 し て 、 包 装 材 １ ０ を 開 封 す る 際 に 、 非 接 着 部 １ ０ ａ を 指 で 摘 ま み  
や す く な る 。 非 接 着 部 １ ０ ａ を 摘 ま み や す く な る た め 、 接 着 部 分 １ ５ を 剥 が し や す く な る  
。 ま た 、 フ ィ ル ム の 内 面 に イ ー ジ ー ピ ー ル 性 の シ ー ラ ン ト 層 を 採 用 し て い る こ と に よ っ て  
、 接 着 部 分 １ ５ を よ り 剥 が し や す く な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ ８ ） 仮 に 、 非 接 着 部 １ ０ ａ に ポ イ ン ト シ ー ル 部 １ ９ が 設 け ら れ て い な い 場 合 に は 、 包  
装 材 １ ０ に 反 り が 発 生 す る こ と が あ る 。 包 装 材 １ ０ の 反 り は 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ  
ィ ル ム １ ２ と の 間 で 熱 収 縮 に 差 が 生 じ る こ と 等 を 要 因 と し て 生 じ 得 る 。 こ れ に 対 し て 、 包  
装 材 １ ０ は 、 ポ イ ン ト シ ー ル 部 １ ９ を 備 え て い る 。 ポ イ ン ト シ ー ル 部 １ ９ に お い て 第 １ フ  
ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と が 接 着 さ れ て い る こ と に よ っ て 、 ポ イ ン ト シ ー ル 部 １ ９  
が 設 け ら れ て い な い 場 合 と 比 較 し て 、 包 装 材 １ ０ の 反 り を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ 他 の 実 施 形 態 ）
　 本 実 施 形 態 は 、 以 下 の よ う に 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 及 び 以 下 の 変  
更 例 は 、 技 術 的 に 矛 盾 し な い 範 囲 で 互 い に 組 み 合 わ せ て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 貼 付 剤 ２ ０ が 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ 及 び 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ の 二 枚 の ラ  
イ ナ ー を 備 え て い る 例 を 示 し た 。 接 着 面 ２ ２ ａ に 貼 り 付 け ら れ て い る ラ イ ナ ー は 、 二 枚 で  
あ る こ と に 限 ら な い 。 三 枚 以 上 の ラ イ ナ ー が 膏 体 の 接 着 面 に 貼 り 付 け ら れ て い て も よ い 。  
図 ８ に は 、 三 枚 の ラ イ ナ ー が 膏 体 の 接 着 面 に 貼 り 付 け ら れ て い る 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ８ は 、 包 装 材 １ １ ０ を 示 す 。 包 装 材 １ １ ０ は 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム １  
１ ２ と が 接 着 さ れ て 収 容 部 が 形 成 さ れ て い る 。 包 装 材 １ １ ０ の 収 容 部 に は 、 貼 付 剤 １ ２ ０  
が 収 容 さ れ て い る 。 貼 付 剤 １ ２ ０ は 、 支 持 体 １ ２ １ に 膏 体 １ ２ ２ が 積 層 さ れ て い る 。 貼 付  
剤 １ ２ ０ に お け る 膏 体 １ ２ ２ の 接 着 面 １ ２ ２ ａ に は 、 前 部 ラ イ ナ ー １ ３ １ 、 中 部 ラ イ ナ ー  
１ ３ ３ 及 び 後 部 ラ イ ナ ー １ ３ ２ が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 中 部 ラ イ ナ ー １ ３ ３ は 、 前 部 ラ イ  
ナ ー １ ３ １ と 後 部 ラ イ ナ ー １ ３ ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 中 部 ラ イ ナ ー １ ３ ３ は 、 第 ２  
フ ィ ル ム １ １ ２ に 固 定 さ れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 中 部 ラ イ ナ ー １ ３ ３ の う ち 前 部 ラ イ ナ ー １ ３ １ に 隣 接 す る 縁 は 、 前 部 ラ イ ナ ー １ ３ １ の  
う ち 中 部 ラ イ ナ ー １ ３ ３ に 隣 接 す る 縁 の 形 状 と 相 補 的 な 形 状 で あ る と よ い 。 中 部 ラ イ ナ ー  
１ ３ ３ の う ち 後 部 ラ イ ナ ー １ ３ ２ に 隣 接 す る 縁 は 、 後 部 ラ イ ナ ー １ ３ ２ の う ち 中 部 ラ イ ナ  
ー １ ３ ３ に 隣 接 す る 縁 の 形 状 と 相 補 的 な 形 状 で あ る と よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 包 装 材 １ １ ０ で は 、 接 着 面 １ ２ ２ ａ の う ち 後 部 ラ イ ナ ー １ ３ ２ に よ っ て 被 覆 さ れ る 部 分  
は 、 接 着 面 １ ２ ２ ａ の 全 体 に 対 し て １ ／ ５ 以 上 １ ／ ２ 以 下 の 面 積 で あ る と よ い 。
　 な お 、 三 枚 の ラ イ ナ ー を 備 え て い る 包 装 材 １ １ ０ の 場 合 に は 、 前 部 ラ イ ナ ー １ ３ １ に よ  
っ て 接 着 面 １ ２ ２ ａ が 被 覆 さ れ て い る 部 分 が 、 前 端 部 １ ２ ０ ｆ に 相 当 す る 。 中 部 ラ イ ナ ー  
１ ３ ３ 及 び 後 部 ラ イ ナ ー １ ３ ２ に よ っ て 接 着 面 １ ２ ２ ａ が 被 覆 さ れ て い る 部 分 が 、 後 端 部  
１ ２ ０ ｒ に 相 当 す る 。 す な わ ち 、 包 装 材 １ １ ０ で は 、 中 部 ラ イ ナ ー １ ３ ３ 及 び 後 部 ラ イ ナ  
ー １ ３ ２ を 介 し て 貼 付 剤 １ ２ ０ の 後 端 部 １ ２ ０ ｒ が 第 ２ フ ィ ル ム １ １ ２ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ・ 図 ９ に 示 す 包 装 材 ２ １ ０ は 、 図 ８ に 例 示 し た 包 装 材 １ １ ０ が 備 え る 後 部 ラ イ ナ ー １ ３  
２ に 替 え て 大 型 ラ イ ナ ー １ ３ ４ を 備 え て い る 。 図 ９ に は 、 接 着 面 １ ２ ２ ａ の う ち 前 部 ラ イ  
ナ ー １ ３ １ 及 び 中 部 ラ イ ナ ー １ ３ ３ に よ っ て 被 覆 さ れ て い る 部 分 以 外 の 部 分 の 面 積 よ り も  
大 き い 大 型 ラ イ ナ ー １ ３ ４ を 例 示 し て い る 。 す な わ ち 、 大 型 ラ イ ナ ー １ ３ ４ は 、 後 部 ラ イ  
ナ ー １ ３ ２ よ り も 大 き い ラ イ ナ ー で あ る 。 大 型 ラ イ ナ ー １ ３ ４ の う ち 中 部 ラ イ ナ ー １ ３ ３  
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に 隣 接 す る 縁 は 、 直 線 形 状 で あ る 。 大 型 ラ イ ナ ー １ ３ ４ の う ち 中 部 ラ イ ナ ー １ ３ ３ に 隣 接  
す る 縁 は 、 波 形 状 で も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 大 型 ラ イ ナ ー １ ３ ４ の 幅 は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 貼 付 剤 １ ２ ０ と 比 較 し て 幅 方 向 に 広 く  
て も よ い 。 す な わ ち 、 大 型 ラ イ ナ ー １ ３ ４ の 幅 は 、 前 部 ラ イ ナ ー １ ３ １ 及 び 中 部 ラ イ ナ ー  
１ ３ ３ の 幅 よ り も 広 い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 貼 付 剤 １ ２ ０ を 使 用 す る 際 に 、 貼 付 剤 １ ２ ０  
を 貼 り 終 え る 直 前 ま で 貼 付 剤 １ ２ ０ を 引 っ 張 る 力 が 貼 付 剤 １ ２ ０ に 加 わ り や す く 、 貼 付 剤  
１ ２ ０ の 特 に 幅 方 向 両 端 に 皴 が 生 じ に く く な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 大 型 ラ イ ナ ー １ ３ ４ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 前 後 方 向 に 長 く て も よ い 。 す な わ ち 、 大 型  
ラ イ ナ ー １ ３ ４ の 端 は 、 貼 付 剤 １ ２ ０ の 端 よ り も 前 部 ラ イ ナ ー １ ３ １ か ら 遠 ざ か る 方 向 に  
位 置 し て い て も よ い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 貼 付 剤 １ ２ ０ を 使 用 す る 際 に 、 貼 付 剤 １ ２ ０ を  
貼 り 終 え る 直 前 ま で 貼 付 剤 １ ２ ０ を 引 っ 張 る 力 が 貼 付 剤 １ ２ ０ に 加 わ り や す く 、 貼 付 剤 １  
２ ０ の 特 に 前 後 方 向 後 端 に 皴 が 生 じ に く く な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ と し て 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ と 同 じ 材 質 の も の を 採  
用 し た 。 後 部 ラ イ ナ ー は 、 前 部 ラ イ ナ ー と 比 較 し て 硬 質 で も よ い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 後  
部 ラ イ ナ ー の 剛 性 を 高 く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 図 ６ を 用 い て 説 明 し た よ う に  
第 ２ フ ィ ル ム を 引 っ 張 っ た 場 合 に 、 貼 付 剤 の 後 端 部 が 第 ２ フ ィ ル ム に 追 従 し て 折 り 返 さ れ  
る こ と を 軽 減 で き る 。 す な わ ち 、 貼 付 剤 が 後 部 ラ イ ナ ー か ら 剥 離 し や す く な る た め 、 貼 付  
剤 が 第 ２ フ ィ ル ム か ら 離 れ や す く な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 に お け る 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ は 、 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ と 比 較 し て 厚 み が あ る  
も の を 採 用 し て も よ い 。 こ の よ う に し て 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ の 剛 性 を 高 く す る こ と も で き る  
。 同 様 に 、 図 ８ に 例 示 し た 後 部 ラ イ ナ ー １ ３ ２ に つ い て も 、 厚 み が あ る も の を 採 用 し て も  
よ い 。 ま た 、 図 ９ に 例 示 し た 大 型 ラ イ ナ ー １ ３ ４ に つ い て も 、 前 部 ラ イ ナ ー １ ３ １ 及 び 中  
部 ラ イ ナ ー １ ３ ３ と 比 較 し て 厚 み が あ る も の を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ・ 上 記 変 更 例 に お け る 硬 質 の 後 部 ラ イ ナ ー 及 び 厚 み の あ る 後 部 ラ イ ナ ー で は 、 後 部 ラ イ  
ナ ー の う ち 膏 体 の 接 着 面 に 向 か い 合 う 面 に シ リ コ ー ン 樹 脂 層 が 積 層 さ れ て い る こ と が 好 ま  
し い 。 ま た は 、 後 部 ラ イ ナ ー の う ち 膏 体 の 接 着 面 に 向 か い 合 う 面 に 剥 離 剤 が 塗 布 さ れ て い  
る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ っ て 、 貼 付 剤 が 後 部 ラ イ ナ ー か ら よ り 剥 離 し や す く な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定 さ れ て い る 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ に 貼 付 剤 ２  
０ が 貼 り 付 け ら れ て い る こ と に よ っ て 、 後 端 部 ２ ０ ｒ が 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定 さ れ て い  
る 例 を 示 し た 。 貼 付 剤 の 後 端 部 は 、 第 ２ フ ィ ル ム に 直 接 固 定 さ れ て い て も よ い 。 図 １ ０ を  
用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 １ ０ は 、 包 装 材 ３ １ ０ を 示 す 。 包 装 材 ３ １ ０ は 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 包 装 材 １ ０ が  
備 え て い る 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ を 省 略 し た も の で あ る 。 包 装 材 ３ １ ０ は 、 第 １ フ ィ ル ム ３ １  
１ と 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ と を 備 え て い る 。 貼 付 剤 ３ ２ ０ は 、 支 持 体 ３ ２ １ と 、 支 持 体 ３ ２  
１ に 積 層 さ れ て い る 膏 体 ３ ２ ２ と を 備 え て い る 。 貼 付 剤 ３ ２ ０ の 膏 体 ３ ２ ２ に お け る 接 着  
面 ３ ２ ２ ａ は 、 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ に 貼 り 付 け ら れ て い る 。 貼 付 剤 ３ ２ ０ の 前 端 部 ３ ２ ０  
ｆ に は 、 前 部 ラ イ ナ ー ３ ３ １ が 貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 上 記 構 成 で は 、 貼 付 剤 ３ ２ ０ の 後 端 部 ３ ２ ０ ｒ が 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ に 直 接 接 着 さ れ て  
い る 。 す な わ ち 、 後 部 ラ イ ナ ー を 用 い る こ と な く 貼 付 剤 ３ ２ ０ が 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ に 固  
定 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 後 部 ラ イ ナ ー を 第 ２ フ ィ ル ム に 固 定 す る 包 装 材 と 比 較 し て  
、 貼 付 剤 ３ ２ ０ を 使 用 し た 後 に 処 分 す る 包 装 材 の 質 量 及 び 体 積 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
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　 図 １ ０ に 示 す 例 の よ う に 貼 付 剤 ３ ２ ０ の 後 端 部 ３ ２ ０ ｒ を 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ に 直 接 接  
着 す る 場 合 に は 、 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ の 内 面 は 、 膏 体 ３ ２ ２ が 剥 離 し や す く さ れ て い る こ  
と が 好 ま し い 。 た と え ば 、 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ の 内 面 と な る 層 が ラ イ ナ ー と 同 様 の 材 料 に  
よ っ て 形 成 さ れ て い る と よ い 。 ま た 、 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ の 内 面 と な る 層 が シ リ コ ー ン 樹  
脂 層 で あ っ て も よ い 。 シ リ コ ー ン 樹 脂 層 は 、 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ の 内 面 の う ち 収 容 部 の 内  
面 と な る 範 囲 に の み 設 け ら れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 １ ０ に 示 す 例 の よ う に 貼 付 剤 ３ ２ ０ の 後 端 部 ３ ２ ０ ｒ を 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ に 直 接 接  
着 す る 場 合 に は 、 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ の 内 面 と な る 層 は 、 膏 体 ３ ２ ２ に 含 有 さ れ る 成 分 が  
吸 着 し に く い 層 で あ る こ と が 好 ま し い 。 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ の 内 面 と な る 層 は 、 膏 体 ３ ２  
２ に 含 有 さ れ る 成 分 が 吸 収 さ れ に く い 層 で あ る こ と が 好 ま し い 。 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ の 剛  
性 は 、 第 １ フ ィ ル ム ３ １ １ の 剛 性 よ り も 高 く し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ・ 図 ８ に 例 示 し た よ う な ラ イ ナ ー を 三 枚 備 え る 包 装 材 １ １ ０ に お い て 中 部 ラ イ ナ ー １ ３  
３ を 省 略 し て 、 前 部 ラ イ ナ ー １ ３ １ に 被 覆 さ れ て い る 部 分 と 後 部 ラ イ ナ ー １ ３ ２ に 被 覆 さ  
れ て い る 部 分 と の 間 に 露 出 し た 接 着 面 １ ２ ２ ａ を 第 ２ フ ィ ル ム １ １ ２ に 貼 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 熱 融 着 に よ っ て 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と を 接 着 す  
る 例 を 示 し た 。 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と を 接 着 す る 方 法 は 、 こ れ に 限 ら な  
い 。 た と え ば 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ と 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ と を 接 着 剤 に よ っ て 貼 り 合 わ せ て も  
よ い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ フ ィ ル ム １ １ 又 は 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ が イ ー ジ ー ピ ー ル 性 の シ  
ー ラ ン ト 層 を 備 え る 例 を 示 し た 。 た と え ば 、 包 装 材 は 、 直 線 カ ッ ト 性 を 有 す る フ ィ ル ム を  
用 い て 易 開 封 性 を 付 与 し た も の で も よ い 。 す な わ ち 、 包 装 材 と し て は 、 収 容 部 を 容 易 に 開  
封 す る こ と が で き る の で あ れ ば 、 収 容 部 を 封 止 す る 接 着 部 分 の 構 成 を 変 更 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 接 着 部 分 １ ５ と し て 頭 部 １ ６ が 山 型 を な し て い る 例 を 示 し た 。 第  
１ フ ィ ル ム と 第 ２ フ ィ ル ム と を 接 着 す る 態 様 は 、 こ れ に 限 ら な い 。 他 の 例 の 一 つ を 図 １ １  
に 示 す 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 １ １ は 、 包 装 材 ４ １ ０ を 示 す 。 包 装 材 ４ １ ０ で は 、 第 １ フ ィ ル ム と 第 ２ フ ィ ル ム と が  
接 着 部 分 ４ １ ５ に お い て 接 着 さ れ て い る 。 接 着 部 分 ４ １ ５ は 、 頭 部 ４ １ ６ 、 底 部 ４ １ ８ 及  
び 一 対 の 側 部 ４ １ ７ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 頭 部 ４ １ ６ は 、 直 線 状 で あ り 包 装 材 ４ １ ０  
の 幅 方 向 に 伸 び て い る 。 側 部 ４ １ ７ は 、 包 装 材 ４ １ ０ の 前 後 方 向 に お い て 一 端 か ら 他 端 ま  
で 伸 び て い て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 収 容 部 １ ３ に 貼 付 剤 ２ ０ を 収 容 し た 。 収 容 部 １ ３ に は 、 貼 付 剤 ２  
０ に 加 え て 乾 燥 剤 等 を 収 容 し て も よ い 。 乾 燥 剤 等 は 、 た と え ば 第 １ フ ィ ル ム １ １ の 内 面 に  
貼 り 付 け て も よ い 。 乾 燥 剤 等 を 第 １ フ ィ ル ム １ １ の 内 面 に 固 定 し て お く と 、 貼 付 剤 ２ ０ を  
使 用 す る 際 に 乾 燥 剤 等 が 邪 魔 に な り に く い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ・ 第 １ フ ィ ル ム １ １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の 外 面 に は 、 商 品 名 、 商 品 情 報 、 使 用 方 法 等  
の 表 示 を 印 刷 し て も よ い 。
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 包 装 材 １ ０ の 製 造 方 法 と し て 、 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ が 貼 り 付 け ら れ  
て い る 状 態 の 貼 付 剤 ２ ０ を 用 意 し て 、 当 該 貼 付 剤 ２ ０ の 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ を 第 ２ フ ィ ル ム  
１ ２ の 内 面 に 固 定 す る 固 定 工 程 Ｓ １ を 例 示 し た 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 固 定 工 程 Ｓ １ に 替 え て 、 以 下 の よ う に 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ を 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の 内 面 に 固  
定 す る 固 定 工 程 Ｓ １ １ を 行 っ て も よ い 。 そ の 後 の 工 程 は 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 製 造 方 法  
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と 共 通 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 固 定 工 程 Ｓ １ １ で は 、 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ が 膏 体 ２ ２ に 貼 り 付 け ら れ て い る が 後 端 部 ２ ０  
ｒ に お け る 接 着 面 ２ ２ ａ が 露 出 し て い る 貼 付 剤 ２ ０ を 用 意 す る 。 こ の 状 態 の 貼 付 剤 ２ ０ は  
、 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ 及 び 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ を 備 え て い る 状 態 か ら 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ の み を  
剥 が す こ と に よ っ て 得 る こ と が で き る 。 そ の 他 、 支 持 体 ２ １ に 膏 体 ２ ２ を 積 層 し た 積 層 体  
に 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ の み を 貼 り 付 け る こ と に よ っ て も 、 後 端 部 ２ ０ ｒ に お け る 接 着 面 ２ ２  
ａ が 露 出 し て い る 貼 付 剤 ２ ０ が 得 ら れ る 。 換 言 す れ ば 、 こ こ で 用 意 す る も の は 、 支 持 体 ２  
１ 、 膏 体 ２ ２ 及 び 前 部 ラ イ ナ ー ３ １ が 積 層 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 固 定 工 程 Ｓ １ １ で は 、 ま ず 、 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ の 内 面 に 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ を 固 定 す る 。  
こ こ で 固 定 す る の は 、 膏 体 ２ ２ に 貼 り 付 け ら れ て い な い 単 独 の 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ で あ る 。  
次 に 、 後 端 部 ２ ０ ｒ に お け る 接 着 面 ２ ２ ａ が 露 出 し て い る 貼 付 剤 ２ ０ を 、 第 ２ フ ィ ル ム １  
２ に 固 定 さ れ て い る 後 部 ラ イ ナ ー ３ ２ に 貼 り 付 け る 。 こ れ に よ っ て 、 貼 付 剤 ２ ０ の 後 端 部  
２ ０ ｒ が 第 ２ フ ィ ル ム １ ２ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ・ 図 ８ に 例 示 し た よ う な ラ イ ナ ー を 三 枚 備 え る 包 装 材 １ １ ０ の 製 造 方 法 で は 、 固 定 工 程  
Ｓ １ に お い て 、 後 部 ラ イ ナ ー １ ３ ２ を 第 ２ フ ィ ル ム １ １ ２ の 内 面 に 固 定 す る 際 に 、 さ ら に  
中 部 ラ イ ナ ー １ ３ ３ を 第 ２ フ ィ ル ム １ １ ２ の 内 面 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ・ 図 １ ０ に 例 示 し た 包 装 材 ３ １ ０ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 製 造 方 法 で は 、 上  
記 実 施 形 態 に お け る 固 定 工 程 Ｓ １ に 替 え て 固 定 工 程 Ｓ ２ １ を 行 う 点 が 異 な る 。 そ の 後 の 工  
程 は 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 製 造 方 法 と 共 通 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 固 定 工 程 Ｓ ２ １ で は 、 上 記 固 定 工 程 Ｓ １ １ と 同 様 に 、 前 部 ラ イ ナ ー ３ ３ １ が 膏 体 ３ ２ ２  
に 貼 り 付 け ら れ て い る が 後 端 部 ３ ２ ０ ｒ に お け る 接 着 面 ３ ２ ２ ａ が 露 出 し て い る 貼 付 剤 ３  
２ ０ を 用 意 す る 。 固 定 工 程 Ｓ ２ １ で は 、 後 端 部 ３ ２ ０ ｒ に お け る 接 着 面 ３ ２ ２ ａ が 露 出 し  
て い る 貼 付 剤 ３ ２ ０ を 、 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ の 内 面 に 貼 り 付 け る 。 こ れ に よ っ て 、 貼 付 剤  
３ ２ ０ の 後 端 部 ３ ２ ０ ｒ が 第 ２ フ ィ ル ム ３ １ ２ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 包 装 材 料 及 び 第 ２ 包 装 材 料 と し て フ ィ ル ム を 採 用 し た 。 包 装  
材 料 は 、 フ ィ ル ム に 限 ら な い 。 た と え ば 、 ブ リ ス タ ー パ ッ ク を 構 成 す る 深 絞 り 成 形 品 を 包  
装 材 料 と し て 採 用 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 の 包 装 材 で は 、 収 容 部 １ ３ が 、 た と え ば 直  
方 体 形 状 に な る 。 こ の た め 、 包 装 材 料 と し て フ ィ ル ム を 採 用 す る 場 合 と 比 較 し て 、 収 容 部  
１ ３ の 高 さ を 確 保 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 厚 み の あ る 貼 付 剤 ２ ０ 、 た と え ば 厚  
み の あ る 膏 体 ２ ２ を 備 え る 貼 付 剤 ２ ０ を 収 容 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 深 絞 り 成 形 品 は 、 第 １ 包 装 材 料 及 び 第 ２ 包 装 材 料 の う ち 少 な く と も 一 方 の 包 装 材 料 に 採  
用 す る こ と が で き る が 、 好 ま し く は 、 第 １ 包 装 材 料 と し て 深 絞 り 成 形 品 を 採 用 す る と よ い  
。 仮 に 、 貼 付 剤 ２ ０ が 固 定 さ れ て い る 第 ２ 包 装 材 料 に 深 絞 り 成 形 品 を 採 用 す る と 、 貼 付 剤  
２ ０ を 使 用 す る 際 に 、 貼 付 剤 ２ ０ を 肌 等 に 貼 り 付 け に く く な る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 第 １ 包 装 材 料 及 び 第 ２ 包 装 材 料 の う ち 一 方 の 包 装 材 料 と し て 深 絞 り 成 形 品 を 採 用 し て 、  
他 方 の 包 装 材 料 と し て フ ィ ル ム を 採 用 す る と 、 包 装 材 は 、 フ ィ ル ム が 蓋 材 を 構 成 す る ブ リ  
ス タ ー パ ッ ク に な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 な お 、 深 絞 り 成 形 品 で あ る こ と に 限 ら ず 、 収 容 部 １ ３ の 高 さ を 確 保 で き る よ う な 凹 み を  
有 す る 包 装 材 料 で あ れ ば 、 上 記 構 成 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
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　 １ ０ … 包 装 材
　 １ １ … 第 １ フ ィ ル ム
　 １ ２ … 第 ２ フ ィ ル ム
　 １ ３ … 収 容 部
　 １ ４ … 開 口 部
　 １ ５ … 接 着 部 分
　 ２ ０ … 貼 付 剤
　 ２ ０ ｆ … 前 端 部
　 ２ ０ ｒ … 後 端 部
　 ２ １ … 支 持 体
　 ２ ２ … 膏 体
　 ２ ２ ａ … 接 着 面
　 ３ １ … 前 部 ラ イ ナ ー
　 ３ ２ … 後 部 ラ イ ナ ー
　 １ １ ０ ， ２ １ ０ ， ３ １ ０ ， ４ １ ０ … 包 装 材
　 １ １ １ ， ３ １ １ … 第 １ フ ィ ル ム
　 １ １ ２ ， ３ １ ２ … 第 ２ フ ィ ル ム
　 １ ２ ０ ， ３ ２ ０ … 貼 付 剤
　 １ ２ １ ， ３ ２ １ … 支 持 体
　 １ ２ ２ ， ３ ２ ２ … 膏 体
　 １ ２ ２ ａ ， ３ ２ ２ ａ … 接 着 面
　 １ ３ １ ， ３ ３ １ … 前 部 ラ イ ナ ー
　 １ ３ ２ … 後 部 ラ イ ナ ー
　 １ ３ ３ … 中 部 ラ イ ナ ー
　 １ ３ ４ … 大 型 ラ イ ナ ー
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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